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     下北半島の法社会学―＜個と共同性＞の村落構造―(概要) 
      
                                                               林 研三 
＜目次＞ 
    序章  村落構造論―ムラと村― 
  第Ⅰ部 村落社会における家族・親族慣行 
  第１章  親族慣行と村落社会の現在 
 第２章  親族・慣習的行為・村落―下北村落とオヤグマキ― 




 第６章 漁業慣行と漁業協同組合―東通村の事例―   
  第Ⅲ部 漁撈社会における＜個と共同性＞   
     第７章 漁業集落における＜個と共同性＞（１）―尻屋の村落組織と漁協― 
      第８章 漁業集落における＜個と共同性＞（２）－「尻屋村民」と「尻屋村制」― 
   結語 
 
＜本書全体の概要＞ 




















＜個と共同性＞の関係についても論及した。 * 調査時期・態様につき本概要最終頁に記載 
































































































































第 5 章では漁場のローテーション化、第 6 章では「共同漁業権行使規則」等をとりあげた。
これらの問題の検討は法と社会の相互関係、及び法や慣行を媒介とする共同性を考える一
つの契機ともなるであろう。 
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独自の三余会会館も維持している。この「三余会」会員は 16 歳から 42 歳までの男性の年
齢集団である。しかし、実際には現在は中学校卒業後に高校に進学する者がほとんどであ




る居住戸は旧戸と一部の分家の計 37戸に制限されており、かつては 1戸 1組合員であった。
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＜調査時期と調査態様＞  
 第２章  親族・慣習的行為・村落―下北村落とオヤグマキ― 
             1996 年 6 月・8 月・単独調査 
第３章 下北村落におけるオヤコ慣行―ユブシオヤ・ムスコ関係と「里子」慣行― 
          1996 年 6 月・8 月・単独調査   
第４章 漁撈組織の法社会学―旧脇野沢村九艘泊の事例 
        1996 年 8 月・2000 年 9 月・単独調査  
第５章 漁村社会における＜法と慣行＞―佐井村牛滝の事例― 
         2001 年 9 月・単独調査  
第６章 漁業慣行と漁業協同組合―東通村の事例― 




・鈴木龍也[2 年目から参加]・林研三での、林研三分担部分）  
  第７章 漁業集落における＜個と＞（１）―尻屋の村落組織と漁協― 





                2009 年 9 月：「札幌大学研究助成制度(個人研究)」による単独調査 
        2010 年 9 月・2011 年 9 月・2012 年 9 月：補充調査(単独調査)    
第８章 漁業集落における＜個と共同性＞（２）－「尻屋村民」と「尻屋村制」― 





2009 年 9 月：「札幌大学研究助成制度(個人研究)」による単独調査 
        2010 年 9 月・2011 年 9 月・2012 年 9 月：補充調査(単独調査)    
 
 
